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夏の夜のひとときを「みたままつり」で楽しく遊ぶ

私立上回英容保育園は、昭和28年、新団地区の海禅吉祥寺内境内に園児80名の定員で開悶しました ー

市街地にある図としては、わりあい伽 吐 所 で 、 境 内 て 、 遊 ぶ 園 児 の 元 気 な 声 が 周 囲 に 流 れ 、 0:宅 I也
域のi路寂をと きだまやよっています。

今日 (8月10日)は、恒例め 「みたままつ り」お母さんに連れら れた悶児たちは、あいにく の雨に

早まわ れ た に も か か わ ら ず 映 画 を 見 た り 、「キンキヨ」すくいをしたり楽しく元気に遊び回っていまし
守、

(芙容保育問長)

以
上
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
寄
付
い
た
た

き
ま
し
た
。
厚
く
お
札
申
上
け
ま
す

市民の動き

( 8月 1日現在)

56，445人

(+ 171) 

(+ 82) 

(+ 89) 

32，399世幣(+25) 

() 内は前月比です。

110，128人

53，683人

キ念人口

男

女

世帯数

..2ページ

主な内容
通学区域変更の説明会開く 1

〈年次計画 など細部を提示>f 
下水道きづこう 伸 ばそう街ぐるみ 1
〈第18回全国下 水 道 促 進 デ ー> J……ー……………… 3ページ

中学生とともに国休に一役 1
軟式庭球の見万、 見 ど こ ろ r... ......ー・・・・・・・・ー・・ーー ・・・・ー・・・・ー・・・ 4ページ

旅館建築審査委只さん決まる・ー

OO.R;年金保険料の集金貝は必ず身分を確めてください.二 ;二二二

"メシロ」を一目的こらず退治しよう ー・ ・・・ーー・ー・・・・・・ー・・・・・・・ーウペ

勤め人の奥さんも国民年金に加入しよう…・…・・…一一一一; 二二三
‘./  



だ 昭和53年 9月 1日一ーーーベ2トー

住民の声生かす

通学区織護軍

説明会関〈

え

く年次計画など細部を提示〉

ー第 774号 (料品説23)一一広報

市
教
育
委
貝
会
で
は
、
小

・
中
学
校

め
規
模
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、
三
月

定
例
市
議
会
で
制
定
さ
れ
た
条
例
に
基

づ
い
て
発
足
し
た

H

上
田
市
立
小
中
学

校
通
学
区
域
審
議
会
。
に
、
十
三
校
の

通
学
区
域
の
変
更
、
統
廃
合
や
新
設
な

ど
に
つ
い
て
諮
問
し
ま
し
た
が
、
こ
の

ほ
ど
、
新
設
校
五
校
の
建
設
と
通
学
区

域
変
更
の
年
次
計
画
案
を
ま
と
め
、
同

審
議
会
に
提
出
し
ま
し
た
。

ま
た
、
通
学
区
域
変
更
の
対
象
と
な

る
六
十
一
自
治
会
、
一
万
四
千
五
百
九

十
九
戸
へ
、
年
次
計
画
案
を
盛
り
込
ん

だ
「
上
田
市
立
小・
中
学
校
通
学
区
域
設

定
・
変
更
等
説
明
書
」
を
配
布
、
各
自
治

会
ご
と
に
九
月
十
五
日
頃
ま
で
に
ご
意

見
や
ご
要
望
を
ま
と
め
て
い
た
だ
き
、

審
議
会
に
徒
出
し
、
市
民
の
声
を
反
映

つ

¥'- l 
別所温泉地区での説明会

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
意
見
で

よ
り
よ
い
通
学
区
を

各
自
治
会
の
要
望
に
よ
る
説
明
会
が

各
地
区
で
聞
か
れ
て
い
ま
す
が
、
で
き

る
だ
け
多
く
の
人
の
声
を
お
聞
き
し

審
議
会
で
反
映
さ
せ
て
い
た
だ
く
た
め
、

教
育
委
員
会
で
は
、
滝
沢
教
育
長
を
先

頭
に
精
力
的
に
説
明
会
に
参
加
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
こ
の
説
明
会
に
は
、
教

育
委
員
、
通
学
区
域
審
議
会
委
員
の
皆

さ
ん
も
進
ん
で
出
席
さ
れ
、
住
民
の
皆

さ
ん
の
ご
意
見
や
ご
要
望
に
つ
い
て
く

わ
し
い
説
明
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
ま
で
聞
か
れ
た
説
明
会
で
の
主
な

ご
意
見
、
ご
要
望
は
次
の
と
お
り
で
す
。

マ
廃
校
に
な
る
学
校
の
跡
地
は
、
売
却

な
ど
せ
ず
地
域
の
社
会
教
育
の
場
に

す
る
な
ど
、
公
共
的
な
も
の
に
利
用

し
て
ほ
し
い。

マ
通
学
区
域
の
変
更
は
、

教
育
上
必
要

と
な
れ
ば
協
力
す
る
し
か
、
新
設
校
の

用
地
買
収
は
可
能
な
の
か
。

マ
小
規
模
校
の
つ
ら
さ
は
、
い
ろ
い
ろ

味
わ

っ
て
い
る
の
で
、
で
き
る
だ
け

早
く
統
合
し
て
適
正
な
教
育
を
し
て

ほ
し
い
。

マ
通
学
に
安
全
な
通
学
路
を
つ
く
っ
た

り
整
備
し
て
ほ
し
い
。

マ
遠
隔
地
に
つ
い
て
は
、
パ
ス
通
学
を

考
え
て
ほ
し
い
。

マ
中
学
校
の
通
学
区
域
変
更
は
、
友
人

関
係
、
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
に
支
障
が

あ
る
の
で
新
入
生
か
ら
に
し
て
ほ
し
い
。

マ
自
治
会
を
二
つ
に
割
る
よ
う
な
変
更

は
し
な
い
で
ほ
し
い
。

新
設
す
る
小
・

中
学
校
の
敷
地
は

二
万
六
千
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
(
約

八
千
坪
)
か
ら
三
万
三
千
平
方
メ
ー

ト
ル
(
約
一
万
坪
)
と
し
ま
す
。

新
川
西
中
学
校

(
仮
称
)

現
小
泉
小
学
校
と
そ
の
付
近
に

五
十
四
年
度
か
ら
用
地
買
収
に
入
り

五
十
七
年
度
ま
で
に
校
舎
、
体
育
館

プ
ー
ル
、
運
動
場
を
建
設
。
五
十
八

年
度
に
通
学
区
域
を
変
更
。

城
南
地
区
新
設
小
学
校

(
仮
称
)

城
南
公
民
館
付
近
に
、
五
十
四
年

度
か
ら
用
地
買
収
に
入
り
、
五
十
七

年
度
ま
で
に
校
舎
、

体
育
館、

プ
ー

ル
、
運
動
場
を
建
設
。
五
十
八
年
度

マ
新
し
い
学
校
に
は
、

よ
い
設
備
を
完

備
さ
れ
た
い
。

マ
児
童
数
が
増
、
え
る

こ
と
に
よ
り
、
い

わ
ゆ
る
落
ち
こ
ぼ
れ
は
出
な
い
か
、

ま
た
、
変
更
の
対
象
と
な
る
自
治
会

は
、
い
つ
も
同
じ
よ
う
だ
が
今
後
は

対
象
と
な
ら
な
い
よ
う
に
し
て
ほ
し

マ
全
市
的
に
児
童
、
生
徒
数
の
バ
ラ
ン

ス
を
と
る
こ
と
は
必
要
と
思
う。

マ
親
が
通
学
区
域
に
反
対
す
る
こ
と
に

よ
り
、
子
供
が
犠
牲
に
な
ら
な
い
よ

う
考
、
え
て
ほ
し
い
。

マ
現
在
の
一

中
は
存
続
さ
せ
、
神
川
地

区
へ
新
し
い

中
学
校
を
つ
く
っ
て
は

に
通
学
区
域
を
変
更
。

川
西
地
区
統
合
小
学
校

(
仮
称
)

現
川
西
中
学
校
の
敷
地
を
利
用
し、

五
十
七
年
度
ま
で
に
校
舎
、
プ
ー
ル

新
設
校
お
よ
び

通
学
区
域
変
更
の

年
次
計
画
(
案
)

を
建
設
。
五
十
八
年
度
に
通
学
区
域

の
変
更
と
統
合
お
よ
び
特
別
教
室
な

ど
を
改
築
。

西
塩
田
・
別
所
統
合
小
学
校

(仮
称
)

山
田
池
付
近
に
、
五
十
七
年
度
か

-
)い。

マ
我
々
の
祖
先
か
ら
共
に
育
っ
て
き
た

学
校
な
の
で
廃
校
す
る
の
は
お
し
い
。

な
ど
多
く
の
ご
意
見
、
ご
要
望
が
あ

り
ま
し
た
。

こ
の
通
学
区
の
変
更
は
、
学
校
の
統

廃
合
、
新
設
な
ど
を
含
む
大
変
大
き
な

事
業
で
す
の
で
、

地
域
の
皆
さ
ん
に
じ

ゅ
う
ぶ
ん
理
解
さ
れ
る
変
更
で
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
教
育
委
員
会
で
は
、
住
民

の
皆
さ
ん
の
声
を
反
映
さ
せ
て
行
く
考

え
で
す
の
で
、
各
自
治
会
の
要
望
書
作

成
に
は
、
皆
さ
ん
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

ら
用
地
買
収
に
入
り
、
六
十
年
度
ま

で
に
校
舎
、
体
育
館
、
プ

l
ル
、
運

動
場
を
建
設
。
六
十
一
年
度
に
統
合

開
校
。

第

一
中
学
校

国
分
寺
北
の
高
台
に
、
五
十
八
年

度
か
ら
用
地
買
収
に
入
り
、
六
十
二

年
度
ま
で
に
校
舎
、
体
育
館
、
プ
ー

ル
、
運
動
場
を
建
設
。
六
十
三
年
度

に
移
転
通
学
。

学
校
建
設
を
行
わ
な
い
で
で
き
る

第
一
中
学
校
、
第
二
中
学
校
、
第
三

中
学
校
の
通
学
区
域
の
変
更
は
、
来

年
四
月
か
ら
実
施
す
る
予
定
で
す
。
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し
て
ほ
し
い
。

マ
通
学
区
域
の
変
更
は

教
育
上
必
要

〈第
mm
回
全
国
下
水
道
促
進
デ

l
〉

下
水
道
き
ず
こ
う

下
水
道
は
、
河
川
、
湖
沼
、
海
な
ど

の
汚
れ
を
防
ぐ
重
要
な
役
割
り
を
果
し

な
が
ら
、
私
た
ち
の
毎
日
の
生
活
に
衛

生
的
で
快
適
な
環
境
を
約
束
し
て
く
れ

る
大
切
な
施
設
で
す
。

こ
の
下
水
道
の
整
備
促
進
と
家
庭
の

水
洗
化
の
普
及
を
図
る
た
め
、
九
月
十

日
「
全
国
下
水
道
促
進
デ
|
」
が
行
わ

れ
ま
す
。

えつーベ3)一一一昭和53年 9月 1日 広報

使
用
可
能
市
街
地

二
百
六
ヘ
ク
タ
ー
ル

汚
水
処
理
一
万
二
千
ト
ン

市
は
、
四
十
二
年
、
公
共
下
水
道
事

業
に
着
手
し
て
以
来
、
今
ま
で
に
約
三

十
億
円
余
を
投
じ
て
、
市
街
地
の
中
央

二
百
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
へ
下
水
道
管
を
埋

設
、
一
日
一
万
二
千
ト
ン
の
汚
水
処
理

施
設
一
系
列
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

現
在
、
下
水
道
使
用
対
象
区
域
で
ま

だ
下
水
道
管
が
埋
設
さ
れ
て
い
な
い
二

百
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
へ
の
下
水
道
管
埋
設

と
、
一
日
二
万
四
千
ト
ン
の
汚
水
処
理

施
設
二
・
三
系
列
自
の
建
設
事
業
を
五

十
八
年
度
完
成
を
目
指
し
て
着
々
と
進

め
て
い
ま
す
。

約
一
千
百
戸
が
未
水
洗

施
設
が
な
い
て
い
ま
す

市
は
、
下
水
道
使
用
対
象
地
域
の
皆

さ
ん
に
一
日
も
早
く
衛
生
的
で
快
適
な

生
活
を
営
な
ん
で
い
た
だ
く
た
め
努
力

し
、
す
で
に
四
千
四
百
三
十
八
戸
の
皆

さ
ん
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
が
、
ま
だ
、
水
洗
化
さ
れ
て
い
な
い
皆

さ
ん
が
、
一
千
二
百
九
十
二
戸
(
約
二

九

%
)
あ
り
ま
す
。

水
洗
化
さ
れ
て
い
な
い
皆
さ
ん
は
、

い
ろ
い
ろ
事
情
が
あ
る
こ
と
と
思
わ
れ

ま
す
が
、
清
潔
な
家
庭
環
境
づ
く
り
と

下
水
道
施
設
を
み
ん
な
で
有
効
に
利
用

す
る
う
え
か
ら
、
一
日
も
早
く
水
洗
化

さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

水
洗
化
普
及
専
門
相
談
員
に

気
軽
に
相
談
し
よ
う

市
は
、
下
水
道
を
有
効
に
利
用
し
て

い
た
だ
く
た
め
、
下
水
道
課
に
「
水
洗

化
普
及
専
門
相
談
員
」
を
置
き
、
下
水

道
使
用
可
能
地
域
で
、
い
ろ
い
ろ
の
問

題
の
た
め
水
洗
化
で
き
な
い
で
い
る
皆

き
ん
の
ご
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

自治会名
使用可能 工事確認

使用戸数 普及率
対象戸数 申請戸数

北天神町 210戸 178p 165p 84.8% 
松尾町 104 80 78 76.9 
本 町T 168 106 104 63.1 
末広町 100 100 100 100.0 
大手町 350 283 279 80.9 
J毎野町 180 129 128 71.7 
原 IDT 153 124 116 81.0 
丸堀町 190 158 153 83.2 
木 国丁 186 160 153 86.0 
北大手町 104 94 90 90.4 
上紺屋町 143 78 76 54.5 
下紺屋町 39 36 35 92.3 
材木町 120 72 70 60.0 
袋 町丁 162 69 58 42.6 
馬場町 213 165 157 77.5 
回 国T 53 44 43 83.0 
下川原柳町 100 79 77 79.0 
愛宕町 120 82 79 68.3 
上鍛冶町 68 43 40 63.2 
主段 t台 回T 238 173 167 72.7 
上房山町 98 72 70 73.5 
下房山町 139 100 99 71.9 
初日 町T 64 36 36 56.3 
北常田 300 171 161 57.0 
卸売団地 32 32 32 100.0 
横 町T 183 126 121 68.9 
鷹匠町 122 69 50 56.6 
下常国 133 87 77 65.4 
中常国 231 138 133 59.7 
上常国 124 56 49 45.2 
諏訪部 10 5 4 50.0 
染 屋 l 1 1 100.0 
メE合3、 言十 4.438 3.146 3.001 70.9 

自治会別下水道普及状況 (53年 7月31日現在)借
地
借
家
、
家
屋
の
増
改
築
、
経
済

的
な
事
な
ど
、
ど
ん
な
ご
相
談
で
も
か

ま
い
ま
せ
ん
の
で
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
水
洗
化
さ
れ
て
い
な
い

ご
家
庭
に
は
、
相
談
員
が
ご
相
談
に
伺

い
ま
す
の
で
、
相
談
員
が
伺
い
ま
し
た

ら
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
問
合
せ

l
下
水
道
課
(
宮
⑫
四
一

O

O
内
線
三
五
七
)

雑
排
水
は
六
か
月
以
内

便
所
は
三
年
以
内
に
水
洗
化

下
水
道
が
使
え
る
よ
う
に
な
る
と
、

勝
手
や
ふ
ろ
場
か
ら
で
る
雑
排
水
は
、

六
か
月
以
内
、
便
所
は
三
年
以
内
に
水

洗
化
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

下
水
道
の
普
及
に
つ
れ
て
、
市
内
の

河
川
が
き
れ
い
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

魚
の
す
む
澄
ん
だ
川
を
と
り
も
ど
し
、

清
潔
で
美
し
い
ま
ち
、
快
適
な
文
化
生

活
が
お
く
れ
る
よ
う
、
皆
き
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

水
洗
化
資
金加

万
円
を
融
資

水
洗
化
工
事
に
必
要
な
資
金
と
し
て

各
自
治
会
の
積
立
組
合
に
加
入
し
て
い

る
皆
さ
ん
は
、
二
十
万
円
ま
で
融
資
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

返
済
は
、
四
十
八
か
月
の
均
等
償
還

で
、
利
率
は
、
本
人
負
担
四
・
七
五
%

(年
利
)
で
す
の
で
、
ご
利
用
を
お
勧

め
し
ま
す
。
申
込
み
は
、
自
治
会
の
積

立
組
合
へ
お
願
い
し
ま
す
。

水
洗
化
工
事
は

指
定
工
事
庖
へ

水
洗
化
工
事
は
、
市
が
指
定
し
た
「
指

定
工
事
庖
」
で
な
い
と
工
事
は
で
き
ま

せ
ん
。指

定
工
事
庖
へ
依
頼
す
る
と
、
設
計

見
積
や
市
へ
の
諸
手
続
き
な
ど
を
い
っ

さ
い
代
行
し
、
責
任
あ
る
工
事
を
行
い

ま
す
。工

事
が
終
る
と
精
算
書
と
と
も
に
完

成
届
が
市
に
提
出
さ
れ
、
市
が
現
場
検

査
を
し
て
使
用
開
始
と
な
り
ま
す
。
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主主ろえた'三三E

~ ".，./ 中
学
生
と
と
も
に
国
体
に
役

っ
ぱ
い
演
奏

第
三
中
学
校
吹
奏
楽
部
指
揮
者

何
の
大
会
で
も
そ
う
で
す
が
、
大
会

に
参
加
す
る
時
に
は
、
あ
る
種
の
緊
張

感
と
と
も
に
喜
び
と
不
安
が
つ
き
ま
と

う
も
の
で
す
。
私
も
中
学
校
の
教
師
と

し
て
吹
奏
楽
や
合
唱
を
担
当
し
て
、
も

う
幾
年
に
も
な
り
ま
す
が、

毎
年
、
毎

年
一
喜
一
憂
し
て
い
ま
す
。

き
て
、
十
月
に
は
「
や
ま
び
こ
国
体
」

の
山
場
で
あ
る
秋
季
大
会
が
開
催
さ
れ

よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
我
が
三
中
と

四
中
の
吹
奏
楽
部
は
、
上
回
会
場
の
式

典
音
楽
を
、
一
中
と
二
中
は
コ
ー
ラ
ス

を
そ
れ
ぞ
れ
依
頼
さ
れ
ま
し
た
。
内
心

え一】ー第 774号 (腕組討)一一広報

力

中
村

靖
黙
さ
ん

う
れ
し
く
も
あ
り
、
反
面
、
大
切
な
大

会
に
う
ま
く
で
き
る
か
な
と
い
う
不
安

を
持
つ
こ
の
ご
ろ
で
す
が
、
カ
い
っ
ぱ

い
や
ら
ね
ば
と
生
徒
と
と
も
に
張
り
切

っ
て
い
ま
す
。

音
楽
の
役
割
は
、
何
と
い
っ
て
も
大

会
を
盛
り
上
げ
る
ふ
ん
い
気
作
り
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。
開
始
式
に
お
け
る
華

や
か
な
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
は
会
場
に
足

を
運
ん
だ
皆
さ
ん
を
く
ぎ
づ
け
に
し
、

入
場
行
進
に
よ
っ
て
い
や
お
う
な
し
に

私
た
ち
を
そ
の
ふ
ん
囲
気
の
中
に
引
き

ず
り
込
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

指俸をとる中村さん

二
重
の
栄
光
、
自
作
の

フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
を
指
揮
演
奏

上
回
会
場
の
開
始
式
、
閉
会
式
で
は
、

私
た
ち
が
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
、
行
進
曲

を
吹
奏
し
ま
す
が
、
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ

の
中
に
は
奇
し
く
も
私
の
作
曲
し
た
曲

が
入
っ
て
お
り
、
自
分
の
曲
を
指
揮
演

二国の

こ結核

;cを 話

:取り f式:!ft

城南綴

クラ

の収

月斤 1

ビー

奏
で
き
る
と
い
う
二
重
の
栄
光
に
と
ま

ど
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
吹
奏
楽
部
は
、
現
在
、
七

十
七
名
の
部
員
が
お
り
ま
す
が
、
開
始
、

閉
会
式
に
参
加
で
き
る
の
は
約
五
十
名

程
度
で
す
。
そ
の
中
の
あ
る
部
員
は
、

ご
両
親
が
市
役
所
に
勤
め
て
お
ら
れ
、

市
役
所
の
職
員
と
し
て
国
休
の
お
仕
事

も
さ
れ
る
そ
う
で
、
家
族
全
員
で
国
体

を
迎
、
え
よ
う
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
も
国
体
を
盛
り
上
げ
る
一
員

と
し
て
お
役
に
立
て
ば
幸
い
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
が
、
単
な
る
お
祭
り
さ

わ
ぎ
に
終
ら
せ
ず
出
場
す
る
選
手
の
皆

さ
ん
一
人
ひ
と
り
に
満
足
し
て
い
た
だ

け
る
、
心
の
こ
も

っ
た
演
奏
を
す
る
と

と
も
に
、
生
徒
た
ち
に
と

っ
て
も
意
義

深
く
良
い
思
い
出
と
し
て
残
る
演
奏
に

し
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

国体めさ・し猛練習を重ねる三中の皆さん

見方・見どころ

〈ラリーの応、酬と

コンビネーション〉

軟式庭球の
軟
式
庭
球
を
観
戦
す
る
と
き
の
一
番

の
魅
力
は
、
ラ
リ

l
(
球
の
打
ち
合
い
)

か
続
く
こ
と
と
、
前
衛
、
後
衛
の
コ
ン

ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
妙
技
で
す
。

な
ん
で
も
な
い
よ
う
な
ボ

l
ル
を
ネ

ッ
ト
に
か
け
た
り
、
ア
ウ
ト
に
す
る
と

興
味
が
半
減
し
て
し
ま
い
ま
す
。

し
か
し
、
試
合
は
真
剣
勝
負
そ
の
も

の
で
す
か
ら
、
相
手
か
ら
の
ボ

l
ル
を

で
き
る
だ
け
相
手
が
打
ち
返
え
し
に
く

い
よ
う
次
の
手
を
考
、
え
な
が
ら
瞬
間
的

に
打
ち
込
む
た
め
、
大
変
無
理
を
す
る

こ
と
が
あ
り
、
観
客
か
ら
見
た
場
合
、

「
ボ
ン
ミ
ス
」
と
見
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

打
球
方
法
に
は
、
シ
ュ

l
ト
ボ
ー
ル

(速
い
ボ

l
ル
)
、
ロ
ビ
ン
グ

(山
な

り
の
ゆ
る
い
ボ

l
ル
)、
ツ
イ
ス
ト

(相

手
の
穴
場
へ
フ
ェ
ン
ト
す
る
ボ

l
ル
)

な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
相
手
の

前
衛
に
ボ

l
ル
を
打
ち
込
ま
れ
な
い
よ

う
、
後
衛
は
、
常
に
考
え
て
打

っ
て
い

ま
す
む

一
方
、
前
衛
は
、
前
後
左
右
に

放し まし

を見ても

i7"す。

る大きな

、まし た。

があります

たちにコ

細
か
く
動
き
相
手
後
衛
の
打
球
ミ
ス
を

さ
そ
い
ポ
イ
ン
と
を
早
く
取
る
よ
う
掛

け
引
き
を
す
る
、
心
理
作
戦
の
仕
掛
人

と
い
、
え
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
軟
式
庭
球
で
は
、
後
衛

同
士
の
ラ
リ
!
と
前
衛
の
動
き
が
大
き

な
見
ど
こ
ろ
と
な
り
ま
す
。

庭
球
は
、
紳
士
淑
女
の
ス
ポ
ー
ツ
と

い
わ
れ
、
札
儀
を
大
切
に
し
て
い
ま
す

の
で
、
相
手
を
や
じ
っ
た
り
、
選
手
同

士
が
大
声
を
出
し
合
う
こ
と
は
マ
ナ
ー

に
反
し
ま
す
。

観
客
の
皆
さ
ん
も
、
こ
の
こ
と
を
わ

き
ま
え
て
い
た
だ
き
、
す
べ
て
の
フ
ァ

イ
ン
プ
レ
ー
に
は
敵
味
方
な
く
盛
大
な

拍
手
を
送
る
と
と
も
に
、
や
じ
は
も
ち

ろ
ん
大
声
で
の
応
援
は
慎
み
、
拍
手
に

よ
る
静
か
な
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

寸
J
i
J
1
1

一
め

L-

わ
れ
九

出

一

一

た

集

能

一

フ

二

一
円
、
っ
初
計

。エ

-
L
-

ょ

医

パ

の

ど

山

守

一

が

し

行

ら

ス

ど

な

二

H

Z
明

-Fa

カ

ラ

な
会
縦

一

一

一

切

や

抗

日

間

ブ

域

間

二

一

一

体

で

土

判

館

場

陣

み
知

一

…
国
一
バ
ヅ
削

除
以
出
託

一

一
こ

J
P

一

7
市

矩

真

お

3

-

-

び

♂

。

い

月

団

体

。
。
一
一

↑

ト

ト

U

4

ザ

日

上

国

唱

ン

-L

~
か
一
ス
↑
↑
ト

L

-

「

こ

4
4

h

一

と

と

内

・

一
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旅館建築審査委員さん決まる 古切手で BCGを贈ろう 縁
6月定 例 崎 会 で制定された「上田市旅館業を 目的 三 市 役 所 に収集箱を設置 訟

とした建築の規制に闘する条例」に基づき、旅館建築 三年間 100万枚を目標 市民の皆さんご協力ください去

について審貸し、好ましくない旅館を規制する 「上田 雲 市民の皆さ ん 判用済みの切 手怖 をいただけませ家

市旅館建築審査会」 の委員の皆さ んが下表の とおリ 言 んか。使用済みの切手200枚 が、 BCG一本分になリザ

決まリました。 三吉 司... ' " ~御蝿a園田園田制 ります。 艶
:L 冒1 崎誠藷弱趨識調・・・・・r-.温置 回目

上田市旅館建築審査委員の皆さん 霊協ゐ務雛箇箇箇・・・I ~吻 発展途上国内

(刷 、略) 圭箇箇富田爾 圃..... ・協 r，:.)子供たちに結肱

氏 名 年齢

池 田 良 62 

香 山 祐三郎 67 

倉升ま さ 69 

小 池 宏 42 

斉藤 ニ 雄 49 

佐藤圭司 40 

春原 新 之 亙 71 

中 島浩一 59 

氏 名

中村 義 介

西川 秀 栄

羽田 誠之

細 谷広務

増 田 幸 一

水野徳己

渡辺喜作

年齢

39 

56 

48 

44 

31 

61 

60 

ー長週明圃・・・園田虚..  動量・~費予|坊の BCG を

童福緩務勾留勾---廻・・・・園艦贈 る運動 に取り

一議議夢向調E 、問喝轟協調・圃園陸観 司組んでいる城南雲.I !~AI ヂ"ル~ ，~." ライオ ンズクラ

~II煽 3237!句協γ フカヘ 切 手の収

量・監覆瀦胸捌色幽遡麟ノ 警J 集箱を市役所 1

三.鵬鰯麺腸l' !階の市民ロビ一

三置髭協務審纏 空 に設置、来年 7

言揚揚務務雛麗宅 事 月までに 100万

三務務懇後援纏麹- 空 枚集める目標で、

三畿緩媛務務貌竃費量 語 通園闇 市民の皆さ んに

揚揚穣揚脇襲雛欝掴鹿纏 覆彊園園協力 を呼 びかけ

忠弘 選挙の知識 i鱗掌篇圃穣 i鮒 hMP72脇て;;i:二枚の

匂壬持守¥)¥ ---- 三市役所市民ロビーに設置された切手収集箱
古切 手でも結構

一 …ー
~ノ 三 です。一人ひとりの小きな善意を市民ぐる みで大き

選挙運動の期間と事前運動(2) 三 なものとし、暖たかく心のこ もったプレゼ ン トを発

三 展途上国の子供たちにお くりまし ょう 。集められた
補前の演説会などについては、投票依頼の言 =

一 芸 古切手は、日本キ リスト教海外医療協力ム
棄がなくても、次の選挙に当選しようとする目的 三

三 し、 BCGを購入、発展途上国へ贈りま す。
を持って開催することはいけません。 三

2.事前に推薦する人を決めておき、推薦会や鐙衡(せ 三

んこう)会を聞いて、形式的にはかるようなことは 言 駅前噴水池に
いけません。 三

3.自治会での候補者の鐙衡行為も2 と閉じ方法はい 言 塩 田 ゴ イ 約 100匹放す
けないとされています。

4政治団体の政治活動であっても、候補者等の氏名 i みんなで大切に育てよ う
が記載された講演会の告知ポスター、看板、後援 言 上田駅前の噴水池に、大きな塩田ゴイ約100匹を放 しまし

会加入勧誘文書などを掲示、配布することは、 外喜 た。このコイは、観光客や国体選手に 「特産めコイを 見て も

形、 内容、配布、掲示の時期 、数量、区域、その 言 らおう」と塩田養殖漁協組合か ら贈 られたものです。

他の状態など総合的にみて判断しますが、多くの 三 石井市長や浜同漁協組合長などが 1キロ以上ある 大きな

場合、選挙違反とみられることがあります。 三 コイを放すと、勢い良く群れをなして泳さまわっていま した。

5.立候補予定者を激励することは、選挙運動ではあ 言 噴水池には、以前もニシキゴイ を放し たことがあ ります

りませんが、激励会開催通知で会の名をかりて配 言 が、酔っ払いが池に入って追い回 した り、心ない人たちに ゴ

布される文書の中に違法と見られる事例が多くあ 言 ミや空カン を

り選挙違反にみられる こ とがあります。 三 投げこまれた

6.選挙の告示目前lこ、特定の立候補予定者の推選決 言 りして死なせ

定と支援を依頼するため、宣伝カーでふれあるく 言 てしまったこ

ことがありますが、選挙違反となります。 三 とがあります。

由一一"一一一一一一一一一一一一一一一一一一一『 三 せっかくプ

経済講演会
入場無料ですのでみなさんおてカミけください。

と き= 9月18日(月)午後二時から

ところ=大門町 ささや 4階ホー ル

演 題=日本経済の動向と今後の視点

講 師一広江運弘さん(経済企画庁審議官)

三 レセ「ン トされ

三 た コイをfEな

三 せることのな

三 いようみんな

霊 て、大切に育て

霊 るようご協力

三 をお原郎、します。
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お知らせ
えつ

最
近
、
市
役
所
職
員
と
名
の
り
「
お

宅
は
、
国
民
年
金
の
未
納
分
が
あ
る
の

で
、
い
た
だ
き
に
来
ま
し
た
」
と
、
保

険
料
を
だ
ま
し
取
っ
て
い
る
男
が
い
ま

す
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

怪
し
い
と
思
っ
た
ら
「
身
分
証
明
書
」

の
提
示
を
求
め
る
か
、
市
役
所
国
保
年

金
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
(
宮
⑫
四

一
O
O
内
線
二
八
五
・
二
八
固
有
線
②

報広日
可

月
物

年
郵

和
3一

一
恩
給
援
護
な
ど
の
一

け
一
相
談
会
開
く

一

7

-

9
月
8
日
樹
、
日
白
川
川
市
役
所

6
階
一

筆
m

a

a

帰省客、観光客などの車で混雑する

国道18号線沿いの国分寺史跡公園入口

(写真)と吉野鉄工所入 口で、8月11日と

16日「交通事故をおこさないで」と上回

警察署・交通安全協会・市職員が風船や

チ ラ シ を ド ラ イ パ ー に く ば り 、 交 通 安

全を呼びかけました。

う
ち
掛
l

式
|
一
着

ほ
か
に
、
昨
年
ま
で
の
衣
装
も
あ

戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
の
援
護
に
つ
い

て
ご
相
談
の
あ
る
人
は
、
次
の
会
場
で

ご
相
談
く
だ
さ

い
。
な
お
、
参
考
資
料

な
ど
を
お
持
ち
の
人
は
、
ご
持
参
く
だ

去
、
い
。

と

き

l
九
月
八
日
樹
、
十
一
日
開
午 ~---------圃・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

後
一
時
三
十
分
か
ら
同
四
時
ま
で
。

と
こ
ろ

1
市
役
所
六
階
大
会
議
室。

お
問
合
せ

l
社
会
課
社
会
係
(
宮
⑫
四

一
O
O内
線
三
七
七
有
線
②

O
八

O

一

)

た
だ
し
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
。

マ
申
込
先
き
・
お
問
合
せ
A

上
田
市
勤
労
青
少
年
ホ

l
ム
へ
必
ず

来
館
し
て
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
(
上
回

公
圏
内
、
宮
⑫
七
一
一
七
)

中
受電
講料
生理
を教
募室
集

期

間

l
十
月
五
日
同
か
ら
十
二
月
ま

で
の
第
一
、
第
三
木
曜
日
。

時

間

l
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
同
三

時
三
十
分
ま
で
。

場

所

l
中
部
電
力
側
上
田
営
業
所
会

議
室
。

会

費

l
材
料
代
と
し
て
一
回
三
百
円

程
度
。

定
員
・
申
込
先
き
・
お
問
合
せ

1
三
十

名
、
中
部
電
力
側
上
国
営
業
所
サ
ー

ビ
ス
課
(
宮
⑫
一
二
四

O
)
。
た
だ

し
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

す
。

一

結

婚

式

周

一

一
貸
し
衣
装
を
新
調
一

一
ご
利
用
く
だ
さ
い
一

市
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
で
は
、
結

婚
衣
装
を
新
ら
し
く
そ
ろ
、ぇ
、
十
月
一

日
か
ら
次
に
よ
り
貸
出
し
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

〈貸
出
衣
装
v

掬

困

袖

山

l
l

一品
、λ
J
い
l
l
-
主
官

追
悼
式
」
を
九
月
七
日
側
、
午
前
十
時

三
十
分
か
ら
上
田
市
民
会
館
で
と
り
行

ア メシ

内各地

生育が

樹木

てきま

グ〉こり

不
時
の
災
害
に

日
頃
か
ら
対
策
を

考
え
て
お
こ
う

へ
わ
か
り
や
す
い
防
災
対
策
J

r

テ

レ

ビ

で

放

送

」

国
民
年
金
保
険
料
の

集
金
員
に
注
意

必
ず
身
介
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い

O
七
一
一
)

こ
の
男
は
、
三
十
五
歳
か
ら
四
十
歳

ぐ
ら
い
で
、
小
太
り
、
背
は
低
く
、
い
か

に
も
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
風
で
、
小
諸
社
会

保
険
事
務
所
の
名
前
も
使
い
、
言
葉
巧

み
に
信
用
さ
せ
る
手
口
の
よ
う
で
す
。

皆
さ
ん
じ
ゅ
う
ぶ
ん
注
意
し
ま
し
ょ

い
つ
お
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害
に

備
え
て
い
た
だ
く
た
め
、
わ
か
り
や
す

い
防
災
対
策
を
信
越
放
送
と
長
野
放
送

の
テ
レ
ビ
を
と
お
し
て
、
次
の
日
程
に

よ
り
放
送
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
ご
ら

ん
く
だ
さ
い
。

〈
放
送
局
名
・
放
送
時
間
〉

信
越
放
送

(
S
B
C
)
毎
週
土
曜
日

午
前
七
時
三
十
分
か
ら
同
七
時
三
十
五

分。

長
野
放
送

(
N
B
S
)
毎
週
日
曜
日

午
前
八
時
五
十
五
分
か
ら
同
九
時
。

〈
放
送
日
・
テ

l
マ〉

九
月
九
日
出

l
あ
な
た
も
参
加
の
自

主
防
災
。

九
月
十
日
制

1
わ
が
町
を
守
る

(参

加
し
よ
う
防
災
訓
練
)

九
月
十
六
日
出
H
H
デ
マ
は
地
震
よ
り

こ
わ
い
。

九
月
十
七
日
同

l
活
躍
す
る
消
防
団

九
月
二
十
三
日
出

l
防
災
の
拠
点
消

防
署
。

九
月
二
十
四
日
間

1
災
害
に
備
え
る

消
防
職
員
。

九
月
三
十
日
出

l
皆
で
進
め
よ
う
震

災
対
策
。

料
理
・
社
交
ダ
ン
ス

木
彫
の
受
講
生
を
募
集

〈
勤
労
青
少
年
ホ

l
ム
〉

マ
料
理
教
室
ム

コ
ー

ス

1
月
・
火
・
水
曜
コ
ー

ス。

定

員

1
各
コ

i
ス
と
も
二
十
五
名
。

対

象

l
二
十
五
歳
ま
で
の
女
性
。

受
講
料

l
一
下
五
百
円
。

マ
社
交
ダ
ン
ス
教
室
ム

開
講

B
I毎
週
水
曜
日
。

定

員

H
H
男
女
各
十
五
名
。

対

象

1
初
心
者
で
二
十
五
歳
ま
で
。

受
講
料

l
一
千
五
百
円
。

マ
木
彫
教
室
ム

開
講
日
H
H
毎
週
水
曜
日
。

定

員

l
男
女
各
十
名
。

対

象

1
二
十
五
歳
ま
で。

受
講
料

1
二
千
円
。

マ
受
付
締
切
ム

各
教
室
と
も
九
月
二
十
日
制
ま
で、



9
月

8
日
制
、
日
日
側
市
役
所
6
階
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l

皆
き
ん
で
聞
広

う
ち
掛
|

一

式

l
一
着

ほ
か
に
、
昨
年
ま
で
の
衣
装
も
あ

り
ま
す
。

〈
申
込
先
き
・
お
閉
会
せ
〉

山
浦
源
子
(
中
央
西
一
丁
目
一
|
五

宮
⑫
二
九

O
O
)

市
が
五
十
二
年
度
に
行

っ
た
次
の

事
業
は
、
年
金
還
元
融
資
を
受
け
て

行
い
ま
し
た
。

梅
が
丘
保
育
園
、
神
川
第
二
保
育

置
園
、
南
部
保
育
園
の
各
増
築
事
業
。

一
同
和
対
策
事
業
。
上
田
市
自
然
運
動

一
公
園
建
設
事
業
。
弓
道
場
新
築
事
業
。

=================三=======三=============三===============三三三三======三三三=====-=====一三=======府

議
側
必
畷
緩
黍
掛
か
川

九
月
十
五
日
の
敬
老
の
日
を
中
心
に
種
々
の
行
川

事
が
行
わ
れ
ま
す
。

川

1
七
十
歳
以
上
の
高
齢
者
に
敬
老
祝
金
と
老
人
川

の
健
康
読
本
を
配
布
し
ま
す
。

川

2
九
十
五
歳
以
上
の
老
人
に
市
長
が
祝
品
を
贈
川

り
ま
す
。

川

3
敬
老
行
事
委
託
料
(自
治
会
長
さ
ん
に
)
交
付
。

川

県
で
は
、

1
七
十
七
歳
以
上
の
高
齢
者
に
敬
老
祝
金
と
喜
川

寿
に
祝
詞
、
米
寿
に
木
盃
が
贈
ら
れ
ま
す
。

川

2
百
歳
以
上
の
老
人
に
県
知
事
か
ら
祝
品
が
贈
州

ら
れ
ま
す
。

3

一
年
以
上
ね
た
き
り
老
人
の
介
護
家
庭
に
見
川

舞
金
を
贈
り
ま
す
。

マ

老

人

大

学

川

上
田
市
公
民
館
史
蹟
め
ぐ
り
。

川

マ
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
教
室
・
寿
ス
ポ
ー
ツ
大
会
川

塩
田
中
学
校
区
内
の
高
齢
者
が
対
象
。

川

上
田
市
で
は
「
五
十
三
年
度
戦
没
者

え

老人のための

明るいまちだより

つ-(7)-一一昭和53年 9月1日 広報

ー
、
老
人
を
い
た
わ
り
大
切
に
す
る
。

2
、
老
人
の
能
力
を
生
か
し
、
生
き
が
い
を
高
め
る
。

3
、
老
人
と
心
が
か
よ
う
ま
ち
づ
く
り
。

暑
さ
も
和
ら
い
で
、
よ
い
季
節
に
な
り

ま
し
た
。
今
年
こ
そ
、
風
邪
を
ひ
か
な
い

体
づ
く
り
に
、
朝
夕
体
操
を
続
け
て
や
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

i援護憲議案(妥当

上

田

市

民

生

委

員

会

協

議

会

長

近

藤

豊

伝

(
推
進
協
議
会
委
員
)

(趣味の菊づくりを楽しむ)

マ
受
付
締
切
ム

各
教
室
と
も
九
月
二
十
日
制
ま
て

アメリカシロヒトリが

市内各地で大発生

去」い。
と

き

J
九
月
h

ハ
日
樹
、
十
一
日
何
件

追
悼
式
」
を
九
月
七
日
刷
、
午
前
十
時

i
l
i

三
十
分
か
ら
上
田
市
民
会

館

で

と

り

行

年

金

還

元

融

資

で

い

ま

す

の

で

、

大

勢

の

皆

さ

ん

ご

参

加

保

育

園

な

ど

が

充

実

く
だ
さ
い
。
ご
参
列
く
だ
さ
る
皆
さ
ん

は
、
午
前
十
時
二
十
分
ま
で
に
ご
着
席

く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

こ
の
追
悼
式
は
、
戦
争
に
よ
り
犠
牲

に
な
ら
れ
た
皆
さ
ん
に
追
悼
の
意
を
表

わ
す
と
と
も
に
、
平
和
の
誓
い
を
新
た

に
す
る
た
め
に
行
い
ま
す
。

くらしを守るあなたの国民年金

その⑫
=勤め人の奥さんも加入しましょう=

くみんなで協力、

一匹のこらず退治 しよう〉

勤め人の奥さんは、国民年金に加入しても、しなくてもよい「任意加入」

となっていますので、広報うえだ8月1日発行第772号でお知らせした「特

例納付制度」の対象にはなりませんが、国民年金に 1年以上加入すると、

65歳にな ったとき加入年数に応じて下表の年金が受けられます。

1か月の保険料は、今年の場合2，730円です。勤め人の奥さんはみんな加

入しましょう。

〈
貸
出
衣
装
〉

留

袖

一

そ

ろ

い

|

一

着

高温期が続いたため、二化期「ア メシ

ロ」は、例年より発生が早 〈、市内各地

で大発生しています。二化期は、生育が

早<(5日一7日)防除が遅れると、樹木

を丸裸にし、家の中まで侵入し てき ま

すので、みんなで協力しーびきのこ ら

ず退治しましょう。

業者への薬剤散布の申込みは、必ず

自治会長きんをとおして早自に申込ん

でください。受付期間は、9月20日附ま

でです。

加入年教 65歳から受ける年金額 加入年数 65歳から受ける年金額

1年 18，200円 15年 273，100円

5年 91.000同 20年 364.100円

10年 182.100円 25年 455.100円

@この年金額は、毎年改定されます。また、希望により 60歳から減額した額て年金を受けられます。

お閉会せ一国保年金課国民年金係(ft⑫4100内線285・284有線信)0711)
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解
放
運
動
と

水
平
社
の
創
立

同
和
教
育
の
ね
ら
い
の
基
本
は
、
人

類
普
遍
の
原
理
で
あ
る
人
閉
め
自
由
と

平
等
の
原
則
を
保
障
し
て
い
く
こ
と
で

あ
り
、
憲
法
に
う
た
わ
れ
て
い
る
基
本

的
人
権
を
保
障
し
て
い
く
こ
と
を
通
し

て
、
部
落
差
別
を
な
く
す
こ
と
を
中
心

に
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
の
解
消
に
取
り
組

む
意
欲
と
能
力
を
も
っ
た
人
聞
を
育
て

る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

端
的
に
い
、え
ば
、
「
差
別
さ
れ
て
い

る
部
落
を
変
、
え
る
こ
と
L

で
す
。
そ
の

た
め
、
部
落
の
問
題
を
考
え
、
世
の
中

に
あ
る
部
落
へ
の
偏
見
を
改
め
さ
せ
る

こ
と
、
安
定
し
た
仕
事
を
得
る
こ
と
に

役
立
つ
教
育
を
す
る
こ
と
。
生
活
を
変

え
る
た
め
に
正
し
く
進
路
を
選
択
で
き

る
こ
と
、
お
く
れ
て
い
る
子
ど
も
に
特

別
の
手
だ
て
を
し
て
、
お
く
れ
を
取
り

戻
さ
せ
る
こ
と
な
ど
が
主
な
こ
と
で
す
。

部
落
問
題
を
同
和
教
育
の
中
へ
確
実

に
す
え
て
指
導
し
て
い
っ
た
学
校
で
は
、

教
え
る
先
生
も
、
同
和
地
区
の
人
々
も
、

地
区
以
外
の
人
々
も
、
考
え
が
変
わ
り

教
育
の
し
か
た
も
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

き
ら
に
、
同
和
地
区
の
子
ど
も
の
な

や
み
の
解
決
は
、
学
級
全
体
み
ん
な
の

連
帯
感
の
も
と
で
解
決
し
て
い
こ
う
と

す
る
望
ま
し
い
人
間
関
係
を
育
て
て
い

ま
す
。
ま
た
、
そ
の
ほ
か
の
こ
と
で
な

や
む
生
徒
の
問
題
を
も
全
体
で
取
り
組

む
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
教
育
が
、
小
学
校
か
ら

中
学
校
へ
、
き
ら
に
高
等
学
校
へ
と
、

発
達
段
階
に
応
じ
て
、
学
校
ご
と
に
教

育
計
画
を
た
て
て
す
す
め
ら
れ
る
よ
う

引

M
M
Hげ
J
M
V

岩

下

山

石

門

保

野

大

屋

え'】ー第 714号 (21IZEEA23)一一ー広報

(七
月
三
十
一
日
現
在
)

次
の
方
々
が
な
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

つ
つ
し
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

五
十
嵐
文
雄
さ
ん

常
国
二
(
北
常
田
)

並

木

一

さ

ん

三

好

町

高
橋
ふ
じ
め
さ
ん

中
央
一

(
鷹
匠
町
)

堀

内

莞

き

ん

西

野

竹

大

星

志

げ

じ

さ

ん

野

竹

野
村
玉
次
郎
さ
ん

中
央
三
(
馬
場
町
)

飯

塚

き

ち

子

さ

ん

神

畑

士
口
永

三
四

七
O

栄
さ
ん

常
田
二
(
北
常
田
)

小

林

よ

志

み

さ

ん

中

村

永

山

平

さ

ん
常
国
三
(
上
常
田
)

鳩
野
一
男
き
ん
み
す
ず
台
北

山

崎

せ

い

さ

ん

倉

升

山

崎

善

弘

さ

ん

山

口

臼

田

仁

さ

ん

川

辺

町

荒
井
カ
ホ
ル
さ
ん

中
央
六

(
鍛
冶
町
)

松
野
静
枝
さ
ん中

央
四

(柳
町
)

中
谷
花
子
さ
ん踏

入
一

(
踏
入

)

寺

島

勲

さ

ん
中
央
二

(
海
野
町
)

渡
辺
ハ
ツ
さ
ん

中
央
五

(
下
房
山
)

八。 四
八

八七七
六 四八

五
八

五七
四 三

八六
四八

長
谷
川
正
雄
さ
ん

茅
野
す
が
さ
ん

松

原

弘

さ

ん

松
園
完
吾
さ
ん

寺
内
恵
喜
雄
さ
ん

中
央
北
一

竹
内
邦
栄
さ
ん

大
手
一

勝
田
正
次
さ
ん

田
村
茂
義
さ
ん

赤
池
し
ず
枝
さ
ん

常
入
一

岡
庭
光
子
さ
ん

高
寺
喜
正
さ
ん

山
崎
順
三
郎
さ
ん

石
井
徳
義
き
ん

塚
田
む
め
さ
ん

上

野

要

さ

ん

径

回
五
男
さ
ん

新
田

大
手
町
)

金

井

l
r
H
1
n
u
 

T

本
b

エ
↑

(染
屋
)

矢

沢

上
青
木

新

田

半

過

合

升

半

過

諏
訪
形

に
な

っ
て
き
ま
し
た
。

一
方
、
社
会
教
育
に
お
い
て
は
、
公

民
館
な
ど
が
中
心
に
な
っ
て
、
同
和
地

区
の
人
た
ち
を
対
象
に
、
差
別
が
ど
の

よ
う
に
つ
く
ら
れ
、
ど
ん
な
結
果
を
生

ん
だ
か
、
そ
の
解
決
の
方
法
を
つ
か
む

た
め
の
学
習
を
深
め
る
と
と
も
に
、
同

和
地
区
以
外
の
一
般
の
人
た
ち
に
対
し

て
は
、
部
落
差
別
の
問
題
を
中
心
に
す

え
て
、
差
別
を
許
き
な
い
人
間
に
変
革

す
る
こ
と
、
差
別
か
部
落
だ
け
の
も
の

で
な
く
、
自
分
と
深
い
か
か
わ
り
が
あ

る
こ
と
、
だ
か
ら
差
別
め
な
い
社
会
を

つ
く
る
た
め
に
努
力
し
よ
う
と
い
う
姿

六五八八
九五二一

八

飯
川
ヨ
シ
エ
さ
ん

矢
島
め
ぶ
さ
ん

野

沢

勝

さ

ん

酒
元
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勢
を
つ
く
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
焦
点
を

お
い
て
す
す
め
て
い
ま
す
。

す
で
に
、
有
線
放
送
を
聞
か
れ
た
り
、

広
報
や
ち
ら
し
な
ど
に
よ
っ
て
部
落
問

題
に
ふ
れ
た
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、

そ
れ
は
、
同
和
教
育
の
入
り
口
に
立
っ

た
と
こ
ろ
で
す
。

同
和
教
育
の
学
習
は
、
同
和
教
育
学

級
や
講
座
を
は
じ
め
と
し
て
、
家
庭
教

育
学
級
な
ど
の
一
般
の
学
級
の
場
で
、

あ
る
い
は
同
和
教
育
講
演
会
、
研
修
会
、

自
治
会
単
位
の
懇
談
会
な
ど
で
深
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
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